
 
 

 

【家庭教育支援チーム】 
 

（１）活動主体（チーム）について 

①チーム名 

（呼称） 

 

宮古市家庭教育支援チーム 

 （呼称：MIYAKO
ミ ヤ コ

.Revolution
レ ボ リュ ーシ ョ ン

２１
ニジュウイチ

、通称：エムレボ） 

 

②活動拠点 宮古市内各施設（公民館、総合福祉センターなど） 

③活動範囲 宮古市内 

④組織体制 

 

   ８ 人 

（子育てサポーター ８人） 

 

⑤活動開始年度 平成２５年度 

⑥問合せ先 

 

（部署・氏名等） 

代表 ： 黒田 明美 

（TEL）090-6226-6997  （E-mail） 

 

（２）活動内容について 

①活動形態 

（複数チェック可能） 

☐保護者等への学びの場の提供 

保護者等への地域の居場所づくり 

☐アウトリーチ型家庭教育支援（※保護者の居場所に出向いて届ける支援） 

    ☐自宅に届ける支援（情報提供、相談対応等） 

    ☐保育所・幼稚園・学校等に届ける支援（情報提供、相談対応等） 

    ☐その他の保護者に届ける支援（情報提供、相談対応等） 

☐その他（                          ） 

②活動対象 

（複数チェック可能） 

乳幼児 ☐小学生（低学年） ☐小学生（中学年） ☐小学生（高学年） 

☐中学生 ☐高校生以上     

の子供を持つ保護者に対する活動を実施 

③活動内容 

【具体的な活動内容】 

・ピヨンカフェ開催（親子での遊び場、流しそうめん大会、クリスマス会等） 

・託児ボランティア 

・シアター娘（出前のエプロンシアター、パネルシアター、読み聞かせ等） 

〔令和元年８月５日（月）〕 



・そけい幼稚園 のびっこクラブ（未就園児サークル） 

・他団体主催のイベント参加 

〔令和元年９月 14 日（土）、15（日）〕 

・宮古秋まつり（宮古駅前東駐車場・手作りおもちゃコーナー担当） 

〔令和元年 12 月 15 日（日）〕 

・わらすフェス（イーストピアみやこ・託児コーナーにて読み聞かせ） 

・年１回ピヨンカフェフェスティバル 

（ホールにて～縁日、カプラ、ダンボール工作、手作りおもちゃコーナー等） 

 

 親子で遊ぶことのできる場を提供することにより、親子間のきずなを深め

たり、親子同士・子ども同士の交流の場を広げたりする機会となっている。 

 他者との出会いの場にもなっており、子育ての不安や悩みを共有できた

り、精神的負担が軽減されたりするなど、孤立しがちな子育て中の親に対す

る支援にもつながっている。 

④活動の成果 

（活動実績がある 

場合） 

・他団体主催のイベントへの参加によりエムレボの活躍の機会も増え、メン

バー自身のスキルアップにつながっている。 

・令和２年１月に第６回ピヨンカフェフェスティバルを開催した。このイベントを

毎回楽しみに参加してくれるご家族や、運営にご協力いただくボランティア

の力強い支えは、メンバーの励みや次回活動への意欲となっている。 

⑤活動財源 

（複数チェック可能） 

☐文部科学省補助事業（事業名：                        ） 

☐文部科学省委託事業（事業名：                        ） 

☐厚生労働省事業（事業名：                           ） 

☐地方公共団体単独事業として実施 

☐特段の予算措置はない（自主的に活動を実施） 

その他の支援により活動を実施 

  （ 生協くらぶ活動（※） ） 

※現在の希望としては、夏にこちらの助成に申し込み、小さなイベントができたら良

いと考えております。 

 


